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持続可能なモビリティサービスの提案と全国津々浦々への実装
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名古屋大学 未来社会創造機構 モビリティ社会研究所 特任准教授



データ連携基盤：JMDS

人材・コミュニティ・運用システム

ビジョン ：自由に自立して安全・快適に環境・他人・まちにやさしく、皆が、モノが移動できるモビリティディバイドのない社会

ミッション ：移動する人・モノの視点から、安全で環境にやさしく公平でシームレスな移動を実現するプラットフォームの構築

スマモビプロジェクトが目指す社会の姿（再掲）
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❶ 持続可能なモビリティ・サービスの提案と全国津々浦々への実装

❷ 安全・快適・賑わいのある都市を実現する広義のインフラの提案と実装

それらを横断的に支える

データ連携基盤と国際連携



⚫公共交通の利用率が低い（≒不便な）地域ほど

自動車の利用可否による外出・移動頻度の差が大

公共交通や自動車の有無による「移動のしやすさ」の隔たり：モビリティディバイド
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⚫都心から遠ざかるにつれて、人々の移動における

公共交通の利用率（分担率）が低下

東京都市圏における公共交通の利用率

（平日, 19 歳以上の全移動, 2018年）

注．分担率の集計は居住地（基本計画ゾーン）ベースで、統計的信頼性の低い少サンプル地域は除外した。

公共交通利用率と自動車利用可否と移動回数の関係

（平日, 19 歳以上の全移動, 東京都市圏, 2018年）

データソース：東京都市圏パーソントリップ調査（2018年）



研究開発成果の社会実装に向けた出口戦略と本セッションの位置づけ
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食材

調理器具

料理人・給仕人

レシピ

⚫自動走行、センサー、V2X 通信などのモビリティ関連技術 ← 競争領域的

⚫上記技術の効用を最大化する社会的な土台づくり ← 協調領域的

⚫モビリティサービスを多様な地域で「実装」し、「持続」させるための注力点：「ガイドライン」 「データ」 「人材育成」

「❶ 持続可能なモビリティサービスの提案と全国津々浦々への実装」での注力点
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ともに重要な SIP のターゲット

モビリティ資源

輸送技術・インフラ

人材・コミュニティ
（計画と運営）

ガイドライン × データ

【モビリティサービス】対比例：【飲食サービス】



「 ❶ 持続可能なモビリティサービスの提案と全国津々浦々への実装」の出口戦略
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必要な機能・知見・人材を擁するコミュニティの形成

⇒ コミュニティマネジメント手法（神田メソッド）の実質化

活用可能な地域モビリティ資源の網羅的把握

⇒ まちぐるみシミュレータに基づくデジタルサンドボックスの開発

データに基づくモビリティ関連課題の的確な診断

⇒ ガイドライン＆ TIPS 集の公開と充実化、現況診断ダッシュボードの開発

マネジメント人材の育成

⇒ モビリティ知恵袋の充実化、人材・コミュニティ育成の実践（MCDC）

社会実装過程での障壁とその克服方法の把握

⇒ 地域モビリティ資源のリストアップと施策代替案の評価

計画論

データ活用

能力開発

西尾市 ：地域密着で軽快なモビリティサービス（名古屋大コンソ代表フィールド）

宮崎市 ：出会いの空間と小さなバスの連携 （IBS コンソ代表フィールド）

仁淀川町 ：モビリティとフレイル予防活動の連携（JARI コンソ代表フィールド）

東広島市 ：幹線バス輸送強化と交流育成（広島大コンソ代表フィールド）実践
（モデル地域）
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